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第第第第３２３２３２３２回回回回    ふじみ衛生組合地元協議会ふじみ衛生組合地元協議会ふじみ衛生組合地元協議会ふじみ衛生組合地元協議会    議事録（要旨）議事録（要旨）議事録（要旨）議事録（要旨）    

    

１ 開催日時 平成25年4月25日（木）18時30分から20時11分 

２ 開催場所 クリーンプラザふじみ３階研修ホール 

３ 委員出欠 出席 26人（欠席者3人） 

  出席委員 石坂卓也、伊地山和茂、小林又市、小林義明（会長）、小松日出雄、 

小松増美、佐々木善信、嶋田一夫（副会長）、清水八千代、鈴木和夫、 

田中一枝、馬部昭二、洞トヨ、牧野隆男、増田雅則、松井志郎、山添登、

山田知英美、山本益雄、井上稔（副会長）、齊藤忠慶、澤田忍、荻原正樹、

佐藤昌一、清水富美夫、柏原公毅 

４ 出席者 

  参 与  河村孝（三鷹市副市長）、小林一三（調布市副市長） 

  事務局  土方明、深井恭、飯泉研 

  エコサービスふじみ株式会社  望月博文、小松昭三 

パシフィックコンサルタンツ株式会社  宇田川学、吉留雅俊 

５ 傍聴者  2人 

  

 【議事次第】 

   １ 開会 

   ２ 報告事項 

   （１）地元協議会委員交代と事務局の異動について 

   （２）第３１回ふじみ衛生組合地元協議会議事録要旨について 

   （３）ふじみ衛生組合安全衛生専門委員会委員の選定について 

   （４）平成２５年度三鷹市・調布市一般廃棄物処理実施計画について 

   （５）試運転の結果について（３月分） 

     ① ごみ搬入・灰等搬出について 

     ② 環境測定（空間放射線量、焼却灰等の放射性物質濃度）結果について 

   （６）平成２５年度の環境測定スケジュールについて 

   （７）排ガス中の水銀濃度について 

３ その他 
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（１）その他報告 

  ① 可燃ごみ処理の相互支援について 

   ア 武蔵野市の焼却施設定期整備に係わる可燃ごみの搬入期間等について 

    イ ふじみ衛生組合の可燃ごみを武蔵野市焼却施設へ搬送する期間等につい

て  

  ② 平成２５年度施設見学会日程等について 

    ・日  時   平成25年6月4日（火）又は5日（水） 

            午前８時３０分～午後３時３０分 

    ・見学時間   午前10時から約１時間30分 

    ・場  所   東京たま広域資源循環組合 二ツ塚処分場 

            東京都西多摩郡日の出町大字大久野字玉の内 

    ・交  通   貸切バス利用 

    ・出欠の連絡  事務局へ平成２５年５月１０日（金）までに連絡願います。 

  ③ 二次裁断機防爆系統臭気測定結果について 

  ④ 消防団の夜間訓練について 

（２）次回日程 

４ 閉会 

 

【配付資料】 

  議事次第 

  【資料１】ふじみ衛生組合地元協議会新旧委員名簿 

【資料２】第３１回ふじみ衛生組合地元協議会議事録要旨 

  【資料３－１】ふじみ衛生組合安全衛生専門委員会設置要綱 

  【資料３－２】ふじみ衛生組合安全衛生専門委員会委員名簿 

  【資料４－１】平成２５年度三鷹市一般廃棄物処理計画 

  【資料４―２】平成２５年度調布市一般廃棄物処理実施計画 

  【資料５】ごみ搬入月報（３月分） 

  【資料６－１】環境測定の結果（３月分） 

  【資料６－２】環境測定年間スケジュール 

  【資料７】武蔵野市の焼却施設定期整備に係わる可燃ごみの搬入についてのお知らせ 

  【資料８】二次裁断機防爆系統臭気測定結果 
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【会議録】 

 

18時30分 開会 

 

１ 開会 

事務局  ： 【本日の配付資料の確認】 

 

２ 報告事項 

（１）地元協議会委員交代と事務局の異動について 

事務局  ： 本日は議事進行の前に、住民委員の方の交代と行政委員の人事異動に伴

う交代がありましたので、新たな委員のご紹介をさせていただきたいと思

います。資料１ふじみ衛生組合地元協議会新旧委員名簿をご覧ください。 

       以下、資料１により報告。 

○ 住民委員 調布市：栄自治会 町田宇平委員⇒洞トヨ委員 

○ 行政委員 ふじみ衛生組合事務長：浜三昭⇒井上稔 

       ふじみ衛生組合次長：吉野弘巳⇒齊藤忠慶 

       ふじみ衛生組合総務主幹（三鷹）：竹内冨士夫⇒清水富美夫 

       ふじみ衛生組合総務主幹（調布）：長岡博之⇒柏原公毅 

 以上が新旧委員の交代でございます。 

        以下の表についてですが、クリーンプラザふじみの竣工に伴いまして、

新施設建設準備室という組織はなくなりました。５月にふじみ議会で条例

制定をして、正式な組織の名称になる予定でございますが、今、暫定とい

たしまして、総務担当と施設担当ということで、ふじみ衛生組合の事務を

扱っておりますが、以下の方については暫定的に、澤田リサイクルセンタ

ー長は施設担当課長になります。荻原新施設建設準備室長については総務

と施設の担当主幹ということになります。新施設建設準備室副主幹だった

佐藤については、総務担当の副主幹ということになります。それと、私共

事務局においては、田中實が３月３１日をもちまして退職しましたので、

４月１日から土方明が参っております。よろしくお願いいたします。 

以上が委員の交代と人事に関するご紹介でございました。 

       では、ここからは会長に会議進行をお願いしたいと思いますので、よろし

くお願いします。 
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会 長  ： それでは、ここから私が進行させていただきますのでよろしくお願いい

たします。本日は２６名の委員の皆さんにご出席をいただいておりますの

で、会議は成立いたします。本日も三鷹市、調布市の参与に出席をいただ

いております。 

 

（２）第３１回ふじみ衛生組合地元協議会議事録要旨について 

 会 長  ： 報告事項（２）の確認。第３１回ふじみ衛生組合地元協議会議事録要旨

について、何かございましたら。 

Ａ 委員 ： 細かいことなんですが、数値上のことなので、誤字でもないので訂正さ

せていただきます。１０ページの一番上のところに、「それよりもコンマ３

ぐらい低いんです」というのは、「コンマ０３」の間違いです。 

事務局  ： それではそのように修正させていただきます。 

会 長  ： ほかにありましたら。ないですか。大丈夫ですか。それでは、事務局か

ら公開の手続をお願いいたします。 

 

（３）ふじみ衛生組合安全衛生専門委員会委員の選定について 

 会 長  ： 続きまして、ふじみ衛生組合安全衛生専門委員会委員の選定についてで

す。事務局から報告をお願いいたします。 

事務局  ： それでは、資料３－２をごらんください。１２人のお名前が載っており

ます。ごらんの名簿のとおりの委員さんで、この専門委員会を発足させた

いということでございます。特に学識経験者の選定に当たりましては、地

元協議会の皆様や、保健所などから情報をいただきながら決めさせていた

だきました。簡単に上からご紹介させていただきますと、藤吉秀昭さんは、

昨年、ふじみのほうに環境講座ということで講演に見えた方でございます。

この方を施設の担当の学識経験者ということで、ふじみで適正だろうとい

うことで選ばせていただきました。 

        次の角田透先生、この方は杏林大学医学部衛生学公衆衛生学教室の教授

でございまして、疫学の専門の方でございます。 

        次に、若林研司先生でございます。三鷹市医師会よりの推薦でございま

す。 

        次に、大野仁先生、この方は調布市医師会の推薦でございます。 

        以下、会長、嶋田副会長、それから牧野委員、増田委員の４名様は、こ
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の地元協議会からの選出でございます。 

        それから、三鷹市からは清水生活環境部長が選出でございます。調布市

は柏原環境部長、ふじみ衛生組合から井上事務長が選出です。 

 一番最後の岩澤聡子先生でございますが、慶応義塾大学医学部公衆衛生 

学教室助教でございまして、この方も疫学専門の方でございます。このメ

ンバーで第１回の専門委員会を６月１３日木曜日、午後７時から、こちら

の研修ホールで開く予定にしておりますので、よろしくお願いいたします。 

会 長  ： ありがとうございます。ただいまの説明につきまして、何かございまし

たら。よろしいですか。 

 

（４）平成２５年度三鷹市・調布市一般廃棄物処理実施計画について 

会 長  ： それでは続きまして、（４）の平成２５年度三鷹市・調布市一般廃棄物処

理実施計画について、説明をお願いいたします。 

Ｇ 委員 ： 私のほうから、既に資料はご配付しておりますけれども、ご説明させて

いただきます。三鷹市の平成２５年度一般廃棄物処理計画についてのご説

明でございますが、２５年度からクリーンプラザふじみで本格稼働し、市

内の可燃ごみ全てを処理することとなっております。三鷹市は地域住民の

皆様及び事業者が一体となりまして、ごみ減量、分別及び資源化の推進活

動に取り組んでいるところでございます。 

        具体的にはごみゼロキャンペーンや不法投棄防止キャンペーン、ごみ減

量キャンペーン、マイバッグキャンペーンなど、多くの啓発活動を実施し

てきているところでございます。また、商工まつり、あるいは国際交流フ

ェスティバルへの出展など、機会を捉えた啓発活動も展開をしているとこ

ろでございます。今後もこれまで積み重ねてきました成果を生かしながら、

市民と協働でごみの減量・資源化に継続して取り組むことが重要と考えて

いるところでございます。 

        お手元の、平成２５年度三鷹市一般廃棄物処理計画でございますけれど

も、これは三鷹市における今年度のごみ処理の方法や、処理量及び計画な

どを定めているところでございます。三鷹市の平成２５年度の主なごみ処

理量の計画といたしましては、資料の３枚目をお開きください。右側でご

ざいます。７番で中間処理計画という項目がございますけれども、その中

間処理計画の（１）焼却処理施設のオを見ていただくと、このクリーンプ
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ラザふじみにおいての搬入者別の内訳として、三鷹市としては２万９,５７

３トンをクリーンプラザふじみに搬入する予定でございます。また、（２）

のエをごらんください。種類別の搬入内訳量でございますが、同じくふじ

み衛生組合リサイクルセンターへ９,７４７トンを搬入する予定でござい

ます。 

        平成２５年度につきましても、ごみの発生抑制のための方策として、先

ほど申し上げました各種キャンペーンによる啓発活動を継続して取り組む

とともに、クリーンプラザふじみに設置されます環境学習機能を生かした

啓発活動や、生ごみから生成されるコンポストを活用したエコ野菜地域循

環事業など、そういった循環型社会の構築に向けた事業に積極的に取り組

んでまいりたいと思っております。 

Ｎ 委員 ： それでは、調布市の平成２５年度一般廃棄物処理実施計画につきまして

ご説明をさせていただきます。調布市では平成１９年度から２４年度まで、

広域支援によりまして、可燃ごみを三鷹市や多摩ニュータウン環境組合の

施設で処理をお願いしてまいりました。平成２５年度からは、クリーンプ

ラザふじみが竣工したことに伴いまして、市内の可燃ごみ全量を処理でき

ることとなったわけでございます。 

        これまではほかの自治体にごみ処理をお願いしなければならないという

状況から、市民や事業者の危機意識も高まりまして、ごみ減量への取り組

みが市全体で進んできたところでございます。クリーンプラザふじみの本

稼働によりまして、ごみ処理の環境が大きく変わりますが、調布市としま

しても、これまで積み重ねてきた成果をさらに継続、発展させまして、引

き続き市民、事業者と協働でごみ減量・資源化に取り組むことが重要と考

えているところでございます。 

        このため調布市では、平成２５年度からの１０年間の調布市のごみ行政

の方向性を定めた一般廃棄物処理基本計画を策定したところでございまし

て、これに基づく平成２５年度の実施計画として、お手元に、本日修正版

を配らせていただいております。 

        その実施計画、１枚めくっていただきまして、資料のちょうど３ページ

目になりますけれども、７、基本計画推進のための方策というものがござ

いますが、こちらに記載してありますとおり、この実施計画では、７のと

ころの後段になります。今後も継続してごみ減量・リサイクルに取り組み、
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適正かつ安定的な処理を推進すると、このようなことで位置づけておりま

すので、以下、このページからずっと、発生・排出抑制計画など８つの個

別計画を推進するための具体的な取り組みを実施計画の中で記載している

ところでございます。 

        平成２５年度の主な取り組みといたしましては、クリーンプラザふじみ

に設置されております環境学習機能を活用するなどいたしまして、ごみ減

量・分別の意識啓発の強化に引き続き取り組んでまいりたいと思います。 

        また、今年度から市民団体との協働で生ごみ堆肥化モデル事業を新たに

実施する予定でございまして、自主的な３Ｒの取り組みをより推進するな

ど、市民、事業者の皆様の意識の高さと実践行動によりまして高い成果を

上げてきた調布市のごみ減量、リサイクルの取り組みを、引き続き市民、

事業者の協力を得ながら推進してまいりたいと考えているところでござい

ます。 

        詳細につきましては、また資料のほうをごらんいただければと思ってお

ります。非常に簡単ではございますけれども、調布市の一般廃棄物処理実

施計画につきましての説明とさせていただきます。 

Ｃ 委員 ： 今、三鷹市と調布市からそれぞれ一般廃棄物処理計画の報告がございま

した。そのほとんどがふじみ衛生組合のほうに入ってまいりますので、ふ

じみ衛生組合としましては、三鷹市と調布市のごみ量を合わせたものが廃

棄物処理計画となります。 

        まだ案の段階でございますけれども、これを配ったほうが皆様に理解し

ていただけるんではないかということで、本日、お配りをさせていただい

ております。この資料に基づきまして、ふじみ衛生組合にどのようなごみ

がどのぐらい入ってくる予定なのか、そして、どのような処理をするのか

というのをあわせてご説明をさせていただきたいと思います。 

        それでは、資料の中をあけていただきます。別表がございまして、まず

１ということで、クリーンプラザふじみでの処理でございます。まず種類

といたしましては、家庭系の可燃ごみでございます。これが４万８,５７２

トン処理をする予定でございまして、この中には、武蔵野市との相互支援

量６００トンを含んでおります。また、事業系の可燃ごみとしまして、１

万１７８トンを予定しております。また、家庭系の可燃性粗大ごみといた

しまして、１,５０２トンを予定しております。これにつきましては、直接
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焼却することができませんので、クリーンプラザふじみの中にございます

可燃性粗大ごみ切断機で切断後焼却処理をいたします。また、家庭系の可

燃性残さということで、リサイクルセンターで処理をした後の可燃性残さ

につきましても、クリーンプラザふじみで焼却処理を行う予定でございま

して、これが８,８９８トンでございます。合計いたしまして、クリーンプ

ラザふじみで平成２５年度に焼却処理を予定しておりますのが、６万９,１

５０トンでございます。 

        クリーンプラザふじみをつくるときに、年間の計画処理量というものに

基づきまして、施設を建設しているわけでございますけれども、施設の建

設のときには、年間７万７,３００トンの可燃ごみが入ってくるであろうと

いうことで、施設の整備を行ったところでございます。今回、それから約

８,０００トン以上少ない予定でございまして、これは三鷹市民、調布市民

の皆様のごみの減量のたまものということで、非常に感謝をしているとこ

ろでございます。計画時よりもかなりごみが減っていることをご説明させ

ていただきます。 

        焼却した後の処分の方法でございますけれども、灰につきましては、日

の出町にございます東京たまエコセメント化施設で、エコセメントによる

再資源化を行う予定でございます。ただし、エコセメント化施設がトラブ

ル等で処理ができないという場合におきましては、民間処理施設において、

溶融スラグ化による再資源化を行う予定でございます。また、灰の中に金

属が入っております。灰の中に含まれる金属につきましては、有価で売却

できる場合には売却いたします。ただし、有価で売却できない場合は、民

間処理施設において、溶融スラグ化による再資源化を行う予定でございま

す。 

        続きまして、リサイクルセンターでの処理でございます。区分といたし

ましては、不燃ごみということで、６,６６９トンを予定しております。こ

れにつきましては、手選別及び機械選別を行いまして、鉄、アルミ、しん

ちゅう等の有価物は民間処理業者へ売却いたします。また、コンクリート、

石などの処理困難物は有償で処分を行います。その他の残さにつきまして

は、クリーンプラザふじみで焼却処理を行う予定でございます。 

        続きまして、プラスチック類でございます。これは、８,２１９トンを予

定しておりまして、処理の方法といたしましては、手選別及び機械選別で
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ございます。処分の方法でございますけれども、財団法人日本容器包装リ

サイクル協会と契約した再生事業者へ引き渡す予定でございます。また、

どうしてもリサイクルできない残さにつきましては、クリーンプラザふじ

みで焼却処理を行います。 

        続きまして、ペットボトルでございます。これにつきましては、１,４１

９トンの処理を予定しております。ペットボトルにつきましては、手選別

により選別を行いまして、同じく財団法人日本容器包装リサイクル協会と

契約した再生事業者へ引き渡すほか、一部を有価物として民間事業者へ売

却する予定でございます。 

        続きまして、びん・缶でございます。１,９２７トンを予定しております。

処理の方法としましては、手選別及び機械選別を行います。そして、処分

の方法でございますが、びんは財団法人日本容器包装リサイクル協会と契

約した再生事業者へ引き渡します。缶につきましては、有価物として民間

事業者へ売却する予定でございます。 

        続きまして、不燃系の粗大ごみでございます。これにつきましては、１,

７８０トンを予定しております。処理の方法としては、手選別を行いまし

て、金属類は有価物として民間事業者へ売却いたします。残さはクリーン

プラザふじみで焼却処理を行います。 

        リサイクルセンターでの処理の見込みでございますが、１年間で２万１

４トンを予定しております。６万９,１５０トンと２万１４トンを合わせま

して、１年間でふじみ衛生組合では８万９,１６４トンを処理する計画でご

ざいます。以上でございます。 

Ｉ 委員 ： びん、缶の「調布は一部」と簡単に書いてありますけれども、１,９２７

トンのうち、多分２％ぐらいが調布の分だと思うんですけど、９８％は三

鷹の分で、しかも中央棟の真ん中辺でびん、缶の仕分けをしているわけで

す。車についても、Ｃゲートから入ってＣゲートへ抜けていると思う。こ

の間の説明ではＣゲートが非常に多いのは、びん、缶があるからこそ多い

んだろうと私は推測しているわけですけれども、１,９２７トンのうち調布

は２％と理解してよろしい。しかも、これは染地のほうで調布はやってい

るわけですから、１,９００トンは三鷹分といっても差し支えないわけです

よね。２％ぐらいが調布だということですね。 

        それと、ついでに言っておきますけど、あそこは、別の問題になるかも
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しれません。朝８時から５時まで扉があけっ放しですよ。あれはぜひ閉め

てくれるように、何か後で説明があるように聞いていますので、それだけ

１つお願いします。 

Ｃ 委員 ： まず、処理量のお話でございますけれども、確かに調布市につきまして

は、びん、缶の処理について、別の場所でかなりの部分をやっていますの

で、ふじみ衛生組合に入ってくるのは、大方三鷹市のびん、缶というご理

解で間違いはないと思っております。 

        なお、シャッターの件につきましては、後ほど施設担当課長のほうから、

またお答えさせていただきます。よろしくお願いします。 

Ｐ 委員 ： 灰をエコセメントにするというお話を今、お聞きしたんですけれども、

多摩何とかという清掃工場では、灰が多過ぎて、今セメントをつくるのは

ストップしていて、それがいっぱいになっているという情報を耳にしたん

ですけど、こちらは大丈夫ですか。 

Ｃ 委員 ： 今の件は、多摩川衛生組合という一部事務組合でございまして、多摩川

衛生組合はエコセメントをつくっているのではなくて、灰を溶かしまして

石にする、溶融スラグにしております。溶融スラグがなかなか順調にさば

けないということで、山積みになっているという報道がされております。 

        そこで、多摩川衛生組合におきましても、今年度から溶融スラグをやめ

まして、やはり私どもと同様に日の出町のエコセメント化施設のほうでセ

メントにいたします。セメントのほうはおかげさまで順調にリサイクルで

きておりますので、ご安心いただきたいと思います。 

Ｂ 委員 ： 先ほど、ふじみのほうで焼却処理する量が年間約７万トンということで

すよね、６万九千何がしですから。そうすると、今いただいた冊子のほう

でいくと、日に２８８トン処理すると明記されております。そこら辺で、

これは多分割り算、パーセントを出すとどのぐらいかということを念頭に

入れておきたいので、掛ける３６５日じゃないと思いますので、その辺を

きっちりとしておきたいので、お答えいただきたいと思いました。 

Ｃ 委員 ： まず、施設の設計段階での考え方でございますけれども、やはり、焼却

炉とはいえ、機械ものでございますので、３６５日、毎日運転するわけに

はいきません。そこで、２８０日という計算で、２８８トンという焼却能

力の規模の施設を建設しております。それが先ほど言った７万７,３００ト

ンに当たります。ですので、現実には、さらに１割ぐらい減る見込みでご
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ざいますので、２８０日から１割減りますから、大体２５０日ぐらいにな

ろうかと思います。 

        ただ、それはあくまでも２炉稼働したとして２５０日ですから、実際に

は、１炉稼働の日と２炉稼働の日があります。基本的には、全く焼却をし

ないのは年に１週間から１０日だけでございます。これは、法定点検等で

共通系をとめなければいけないということで、１週間から１０日ほどはと

めますけれども、その他の時期につきましては必ず１炉か２炉動いており

ます。それは、そのときのごみ量に応じて１炉と２炉を切りかえるという

運転をいたします。 

 

（５）試運転の結果について（３月分） 

  ① ごみ搬入・灰等搬出について 

会 長  ： 続きまして、（５）試運転の結果について事務局より説明をお願いいたし

ます。 

Ｃ 委員 ： 資料５をごらんください。ごみ搬入月報（全体）というものがございま

すか。こちらの資料を用いまして、ご説明させていただきます。まず、当

月合計という欄がございます。こちらは、平成２５年３月、１カ月分の量

でございます。 

        直営車が１５５台で約８８トン。委託、これは皆様のご自宅からごみ袋

で出されたものを集めたものでございますが、１,９３９台で約３,７９９

トン。それから、可燃性粗大ごみが１３０台で、約６６トン。 

        そして、直接持ち込まれたものということで、許可業者さんが持ち込ん

だものが１,０７８台で約８２７トン。個人で登録されている方が持ち込ん

だのが１１０台で、約１８.６トン。そして、臨時搬入ということで、これ

は登録されていなくて、引っ越し等で急に持ってこられた方ということで、

４１台で約５.６トンということです。 

        それから、可燃性残さということで、これは隣にございますリサイクル

センターでどうしてもリサイクルできないものを運んだものでございまし

て、６４３台で約６３０トンとなっております。３月分、１カ月分で合計

が４,０９６台、搬入量としましては約５,４３５トンとなっております。

なお、試運転ですけれども、１２月から３月まで４カ月行いましたので、

右側に４カ月の累計の数字がございます。４カ月の累計といたしましては、
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１万６,４９９台、搬入量が約２万１,６４０トンになりました。 

        一方、搬出でございますけれども、鉄分ということで、３月単独で、１

台で約８トンでございます。これは市民の方の分別が１００％燃えるごみ

だけですと出ないんですけれども、残念ながら、鉄分が入っているという

ことで、１台８トン搬出しております。また、主灰と書いてあるのは焼却

灰でございますけれども、焼却灰が４２台で３９８トン、それから、バグ

フィルターで捕らえた飛灰が１４台で約１０２トンということでございま

す。この焼却灰、主灰、飛ぶ灰、飛灰につきましては、日の出町にござい

ますエコセメント化施設のほうへ搬入いたしまして、エコセメントとして

リサイクルしております。 

        ３月の搬出量でございますけれども、５７台で、約５０８トンというこ

とでございます。そして、１２月から３月までの累計でございますけれど

も、２２８台で約１,９２４トンという搬出実績となっております。 

        ここに焼却量が載っていませんでした。３月の焼却量ですけれども、４,

８５９.６３トンでございますので、ごみの搬入量のほうが若干多かったと

いうことで、その分はピットに残っているということでございます。 

 

  ② 環境測定（空間放射線量、焼却灰等の放射性物質濃度）結果について 

Ｅ 委員 ： それでは、環境測定の結果についてご報告させていただきます。資料に

つきましては、資料６－１になります。 

        まず、空間放射線量測定結果の３月分でございます。測定日が３月７日

と３月２１日の２日間、これは協定書に基づき、２日となっております。

測定いたします高さが地上１メートルと地上５センチ、ふじみ衛生組合の

職員が、ここに書いてございます日立アロカメディカル株式会社ＴＣＳ－

１７２型という機械を使いまして、５回測定したものの平均値になってお

ります。 

        測定結果は、細かくは説明いたしません。地上１メートルは今までと同

様、０.０６から０.０７、それから、地上５センチのところ、０.０６から

０.０９の間で測定ができております。 

  続きまして、修正をお願いしたいんですけれども、真ん中に行きまして

焼却灰等の放射線濃度測定結果と記載してしまっているんですけれども、

正確には焼却灰等の放射性物質濃度測定結果となります。放射線を消して
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いただきまして、放射性物質と修正をお願いいたします。灰に入っており

ます放射線ではございませんで、放射性物質の濃度でございます。ここの

修正をお願いいたします。 

        測定月、３月分でございます。主灰と飛灰、２項目測定をしております

が、主灰につきましてはセシウム１３４が１４ベクレル、セシウム１３７

が１８ベクレル、合計３２ベクレルでございました。飛灰につきましては、

セシウム１３４が１４０ベクレル、セシウム１３７が３００ベクレルで、

合計４４０ベクレルでございました。国の基準がキログラム当たり８,００

０ベクレル以下となっておりますが、ふじみ衛生組合の環境保全協定に載

ってございますのは、４,０００ベクレルを超えた場合、監視体制を強化す

るという項目が載っております。４,０００ベクレルに対しましても、焼却

灰につきましては２桁数字が低かったと。飛灰につきましても１桁数値は

低かったという結果でございます。この測定結果については、計量証明が

ついた結果となっております。 

        続きまして、４月分は２回測定するんですが、第１回の速報値でござい

ます。４月分につきましては、前回の地元協議会で日立アロカメディカル

株式会社製の機械と、調布市のほうで使っております、堀場製作所の機械

の精度の違いというお話がございましたので、４月の第１回分につきまし

ては、両方の機械を、同一場所、同一時間で用いてはかっております。 

        まず、境界線の東側になりますけれども、地上１メートルの結果をごら

んいただきたいと思いますが、ふじみ衛生組合の測定器ですと０.０７、一

方、その下の欄になりますけれども、調布市の環境政策課で使っておりま

す機械で測定したもの、境界線の東、地上１メートルの結果でございます

が、０.０７０と、ここのポイントでは同じ数値でございます。ふじみの測

定器については、小数点以下が第２位まで表示する機械でございまして、

調布市の機械につきましては、小数点以下３位まで表示するものでござい

ます。 

        同様、地上５センチですと、東側０.０８というふじみの機器の測定結果

に対しまして、調布市の機械ですと、０.０８３になってございます。それ

以降、細かく説明はいたしませんけれども、調布市の機械、小数点以下第

３位を四捨五入いたしますと、ふじみが使っております日立アロカメディ

カル株式会社製の機械と全く同じ値になるという結果が得られております。 
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Ｉ 委員 ： この施設の６メートル向こうが私のうちですから、どうしても臭気が気

になるわけです。何回も、前副会長の仲裁で環境部長と話し合いましょう

ということで、まだ１回しかやっていませんけれども、はっきり言いまし

て、調布市の環境部長さん、市長からにおいをとめるという私の約束なん

です。それで、Ａ参与にも心配していただきまして、非常に迷惑かけた、

武士に二言はないということで、大金をかけて臭気対策をやってくれると

いう議事録が残っているわけですから、ぜひ臭気を出さないようにお願い

します。 

Ｃ 委員 ： その点につきましては、この後、資料８でご説明をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 

（６）平成２５年度の環境測定スケジュールについて 

会 長  ： 続きまして、（６）平成２５年度の環境測定スケジュールについて、事務

局より説明をお願いします。 

Ｅ 委員 ： それでは、資料につきましては資料６－２になります。Ａ３で横長の資

料です。よろしいでしょうか。 

        前回の地元協議会の中で、年間のスケジュールを提示してほしいという

ご意見をいただきまして、作成したものが資料６－２でございます。 

        まず、上段、平成２５年度クリーンプラザふじみ年間運転計画とござい

ます。１号炉、２号炉、タービン、共通と書かれております。横軸が４月

から３月までの月数となっておりまして、黒い横棒が引かれている部分、

これが施設を運転するものでありまして、横棒が切れている部分は施設を

停止するというものでございます。先ほど、炉の稼働日数が２８０日とい

うお話をいたしましたが、切れている部分で炉はとまっているということ

でございます。 

        まず、１号炉でございますが、年次点検を来月予定しておりまして、５

月６日から６月１０日まで年次の精密点検を行います。２号炉につきまし

ては、６月１１日から７月１５日の間、年次点検を行いまして、ここでラ

ップしております６月１日から６月１０日、この１０日間は全炉停止にな

ります。全ての設備がとまりますので、タービンというところも、発電も

しなくなるというものでございます。 

        このスケジュールに合わせまして各種測定を行っていくわけでございま
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すが、大きなこまで左側に排ガス測定、その下に騒音・振動・臭気・排水

の測定、それから、その下に行きますと周辺大気の測定、一番下が放射能

に関する測定と、大きく４ブロックに分かれておりますが、ここで測定項

目、それから、自主規制値又は基準値と書かれておりますのが、地元の方

たちと結びました環境保全に関する協定に書かれている内容でございまし

て、備考欄には測定回数が書かれております。測定回数につきましても、

協定書に書かれている回数となっています。各月に黒丸が書かれておりま

すが、黒丸の部分で測定を予定していますというものでございます。 

        細かい説明はいたしませんが、この表が年間のスケジュールとなります

ので、今後測定、例えば、４月分が終われば、ここへ数値を表示して、一

目で自主規制値に対して、こういう数値だったというものをわかりやすく、

今後工夫していきたいと思っております。説明は以上でございます。 

 

（７）排ガス中の水銀濃度について 

Ｃ 委員 ： 本日の報告事項には入っておりませんでしたが、本日午前７時ごろ、ク

リーンプラザふじみの１号炉におきまして、排ガス中の水銀の濃度が自主

規制値０.０５ミリグラムを上回る、０.０７ミリグラムとなりましたので、

それをまず、報告させていただきます。 

        自主規制値につきましては、こちらのカラーのパンフレットを見ていた

だきたいと思います。１枚あけていただきますと、一番下の段に設備概要

というものがございます。設備概要の一番下に排ガスの自主規制値がござ

いまして、その中でも一番下に水銀（Ｈｇ）とございます。これが、０.０

５ミリグラム以下と書いてあると思います。 

        これに対し、約１.４倍の０.０７という数字が、けさの７時ごろ出まし

た。もしかしてこれは機器の故障かと思いまして、調査を行いましたけれ

ども、特に機器の故障もございませんでした。１時間程度様子を見ました

けれども、なかなか数値も下がらない状態が続きましたので、ごみの投入

を中止いたしました。そして、焼却停止モードに入りました。焼却停止モ

ードに入ったころには、数値は自主規制値を下回りましたけれども、もう

そのままとめようということで、午後１時ごろには焼却炉の中のごみが完

全になくなりまして、稼働停止の状態となりました。 

        この原因でございますが、当然ごみの中に水銀がなければ水銀の数値は
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出ませんけれども、４月１５日、月曜日ごろから２炉運転といたしました

関係で、今まで焼却を行っていなかったごみピットの底近くのごみの焼却

を行って、今回発生したことから、ごみピット底近くに水銀を含んでいる

廃棄物があり、そのごみを焼却したために発生したものと思われます。 

        今後の対応でございますけれども、水銀を含む飛灰等がバグフィルター

に付着していることも考えられますので、バグフィルターの掃除をまず行

おうと考えております。また、再稼働に向けましては、運転管理といたし

まして、ごみの攪拌を十分に行うとともに、水銀の値の上昇傾向が見受け

られた場合には、活性炭の量を増やすとともに、ごみの投入量を減らすな

ど、自主規制値を超えないよう運転に努めたいと思っております。 

        また、三鷹市、調布市、及びふじみ衛生組合の３者で、水銀の入ってい

る廃棄物については有害ごみとして分別して出すようにということで、広

報等を通じて、広く市民の皆様に対して周知徹底を行いたいと考えており

ます。 

        今後の稼働の予定でございますけれども、一通り対応等が終わった段階

で、本来でしたら専門委員会に報告することになるわけですけれども、先

ほど申し上げましたとおり、今の段階では、まだ専門委員会が立ち上がっ

ておりませんので、できれば、地元協議会の正副会長にご説明をさせてい

ただいて、正副会長のご理解をいただいた段階で、また再稼働に向けて動

きたいと考えておりますがいかがでしょうかということでご報告をさせて

いただきます。以上でございます。 

Ｉ 委員 ： 水銀の中に、例の体温計の問題が昔あったんですけど、多分蛍光灯も水

銀を使っているはずなんです。そういうのを予測できないですか。どうい

うふうに今、予測しているんですか。 

Ｃ 委員 ： 可燃ごみにつきましては、皆様が可燃ごみの袋に入れて出された場合に

は、基本的には中はあけません。そのままごみ収集車がこちらに入りまし

て、ピットに落として、それをクレーンでつかんで入れるということです

ので、そのごみの中から蛍光灯ですとかボタン電池ですとか体温計を探し

出すのはまず、不可能でございます。これは、もう入り口でとめるしかな

いわけでございまして、市民の皆様のモラルにかかっております。私ども

としましても、先ほど申し上げましたとおり、今後も、二度三度と広報等

を通じまして、徹底を図っていきたいということでＰＲを行いたいと思っ
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ています。 

        それから、もう一つ、事業系のごみで入っている場合があるかもしれま

せん。事業系のごみについては、袋に入れていない可能性もございますの

で、それにつきましては、こちらの焼却場に来たときにブルーシートか何

か敷きまして、その上にごみを下ろさせまして検査を行いたい。もし、水

銀が入っているようなものが見受けられた場合には持ち帰っていただくと

いうことを徹底してまいりたいと考えております。 

Ｏ 委員 ： 今、活性炭装置というのをおっしゃったんですけれども、これはどれぐ

らいの処理能力を持っているものが煙突についているのでしょうか。 

Ｃ 委員 ： 活性炭の処理能力でございますけれども、基本的に活性炭は水銀を除去

するというよりも、ほかの項目、排ガスの自主規制値にも塩化水素とかい

ろいろ書いてあると思うんですけれども、どちらかというと、塩化水素等

を取り除くための物質でございます。ただ、そうはいっても、水銀にもあ

る程度効き目があるということで、活性炭を今回も大量に吹き込みました

が、残念ながら、水銀の量が多かったために、０.０５を１.４倍ほど超え

てしまったのが実情でございます。 

        現在のごみ処理技術をもってしても、水銀だけは薬剤で取り除くという

のは非常に難しいです。入ってきてしまっては対応が難しい問題でござい

ます。我々としても、運転管理には細心の注意を払って、もし上昇傾向が

見られれば、今回のことを教訓といたしまして、超えないように運転には

心がけますが、多量の水銀が入ってきた場合には、施設側ではどうしよう

もないのが実情でございますので、今後も引き続き、市民の皆様に分別し

て排出していただくことを徹底してＰＲしていきたいと考えているところ

でございます。 

Ｐ 委員 ： １号炉と２号炉でもって交代にして休むというのがあるんですけれども、

５月と６月の間は両方とも休みで、これは武蔵野市へ行っているんですか。 

Ｃ 委員 ： 原則、１号炉、２号炉、どちらかが動いているんですが、今、ご指摘い

ただきました６月の１０日間につきましては法定点検で、共通系、１号炉

と２号炉の共通している部分がありますので、そこをとめなければいけま

せんから、この間については、焼却炉が全てとまってしまいます。そこで、

後ほどの議題にもなりますけれども、６月３日から相互支援で武蔵野市の

ほうへごみを持っていく予定でございます。 
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Ｑ 委員 ： 今日の水銀の出来事は非常に象徴的でありまして、今日がクリーンプラ

ザの１回目の顔合わせですから、そこですぐ情報をふじみ衛生組合で発表

されたことは大いに情報を早く我々に知らせていただきまして、こういう

方向でぜひ今後も取り組んでいただきたいと。そして、水銀の基準値を超

えたという具体的な例がありましたので、ひとつ追加の調査も含めて引き

続き注意を払っていただきたいとお願いしたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

Ｂ 委員 ： こういう問題は予想の範囲内のことだろうと思うんです。いわゆるごみ

の問題というのは、行政だけの問題じゃなくて、我々住民側のほうにも注

意しなきゃいけないことが多々あるという１つの事例だろうと思うんです。

ミニマムですけど緊急事態なわけですから、このことは、ちゃんとニュー

スとして、市民に知らせて、ＰＲといっても間が抜けたのではＰＲになら

なくなっちゃいますので、こういう事態が続くことは体、健康への被害と

いうことで、また話題がでかくなってしまいますから、実例として、我々

が出したごみの中にそういうものがあったということですから、これは施

設側の問題は、施設側に検討していただくとしても、我々としても出しち

ゃいかんということを再認識する意味で、こういう危険事態が起きるんだ

ということを我々側のほうで自覚しなきゃいけなので、両市にはこのこと

を、逆に積極的にアナウンスしてもらいたい。 

        その責任はふじみだけじゃなくて、ふじみの施設のほうにも検討しても

らわなきゃなりませんけれども、三鷹市と調布市のほうでは、このことを

積極的に展開を図って、市民に注意喚起をすると。我々の出したごみであ

ることは間違いないわけですから、その辺を後で申し上げたいことが一部

あるので、今は前段でこのことをしゃべっておきたかったんですけれども、

お願いします。 

Ｄ 委員 ： 両市、市報の号外でも出していただいて、ほんとに注意喚起していただ

きたいと思います。我々特に近隣に住んでいる人間が、大いに迷惑するこ

となので、こういうことは絶対やっちゃいけないということを、ぜひアピ

ールしていただきたいと思います。 

Ｂ 参与 ： 今、ご両名の委員のほうから、この件のＰＲというか、情報の公  開

についてお話がありました。今後、市民への周知をしていく。例えば、ご

みリサイクル関係の中で、有害な物質が混入をして出すなんていうことが
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あってはいけないわけですから、そのことを強く注意喚起を促すような、

今、市報というお話もありましたけれども、あるいはホームページという

こともあると思います。そして、継続的にこういうことが、もし仮に今後

出てくるようなことであれば、その都度、調布市としても対応していきた

いと思っていますので、十分今後、その中身に沿って対応していきたいと

思っています。 

Ａ 参与 ： 今、Ｂ参与が言われたとおりであると思います。どのような形でＰＲを

し、注意喚起をするかということについては、正副管理者とも相談して、

至急対応するようにしたいと思います。具体的なことはそれ以上述べませ

んけれども、皆様のご意見に沿うべく、内部の協議を進めてまいりたいと

思います。 

        あと、追加の調査の項目についてもお話がありましたけれども、今から

全体の点検もするようでありますから、その日程などを見ながら、そうい

うことが可能かどうかということも至急に正副管理者と相談したいと思い

ます。 

Ｏ 委員 ： 今、お話があったのは水銀の数値なんですけれども、０．０７とか８と

かいう自主規制レベルより跳ね上がる数値というのは、例えば、家庭ごみ

の中に電池が１０個ぐらい入っていたら、それだけで跳ね上がるものなの

かという、どれぐらいの量が、これだけの変化を出させるものなんでしょ

うか。 

Ｃ 委員 ： 一般的には、体温計二、三本でこのぐらいの数値になると言われており

ます。 

会 長  ： ほかにありますか。地元協議会全体としても、この問題に関しては、ふ

じみ衛生組合にはスピーディーな、さらなる措置をとっていただければな

と。また、市民の皆さんにもあらゆる情報手段を使って、水銀の混入を避

けていただくように情報の開示や、水銀等の混入を防ぐような周知徹底を

していただくように市民の皆さんにＰＲをしていただく。こういうことが

ありましたと、水銀が混入しましたという情報開示もしていただくという

ことで、ふじみ衛生組合側にお願いをしていきたいと思っております。 

Ｃ 委員 ： それから、補足でございますけれども、先ほどのパンフレットを見てい

ただきたいんですけれども、先ほどの水銀の０.０５の自主規制値に対しま

して、法規制値は横棒ですよね。国の基準はないんです。あくまでも、こ
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れは私どもふじみ衛生組合と地元の皆さんとで結んだ協定値でございます。 

        ほかの焼却場では水銀連続測定装置を設置している施設は少ないので、

自主規制値も設けていないため、炉をとめることがないのが、実情だと私

は思っています。 

 

３ その他 

（１）その他の報告 

  ① 可燃ごみ処理の相互支援について 

   ア 武蔵野市の焼却施設定期整備に係わる可燃ごみの搬入期間等について 

   イ ふじみ衛生組合の可燃ごみを武蔵野市焼却施設へ搬送する期間等について 

会 長  ： よろしければ、３のその他に移らさせていただきます。その他報告、①

可燃ごみ処理の相互支援について。 

事務局  ： それでは、資料７をごらんになっていただきたいと思います。 

       まず、武蔵野市の焼却施設の定期整備工事にかかわりまして、可燃ごみの

搬入をふじみの処理施設に受け入れるという内容でございます。これにつ

きましては、皆様に第３０回の地元協議会でもお諮りしてると思いますが

ふじみ衛生組合と武蔵野市の相互支援協定に基づきまして実施をするもの

でございます。 

        今回、第１回目としまして、そこに記のところに下段に書いてございま

すが、期間といたしましては、平成２５年４月２９日月曜日から５月１０

日金曜日の８日間でございます。 

搬入時間につきましては、午前９時から午後４時ということになって  

       ございます。搬入量につきましては、約３００トン、月火木金の４日、 

       ２週間でございますので先ほど申しました８日間ということになります。

       搬入経路につきましては、そこに記載してございますが、三鷹通りを南下

       して宇宙研前の交差点を左折、東八道路へ出まして、ふじみ衛生組合ヘ 

       左折入場と。退場経路につきましては、西門を左折退場して信号を右折、

       宇宙研前の交差点を右折して三鷹通りを北上ということでお示しをさせ 

       ていただいております。それから搬入車両につきましては、武蔵野市さん

       の委託車両でございまして、そこに写真を掲載してございますが、このよ

       うな車両が搬入車両として、ふじみのほうに参るということでございます。 

        続きまして、今度、相互支援でございますので、ふじみ衛生組合のほう
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から武蔵野市の焼却場にごみを運んでまいる第１回の予定日が、平成２５

年６月３日月曜日から６月１４日金曜日の２週間でございます。搬送する

日数は、同じ８日間ということになります。搬送量も同量の約３００トン

ということで、向こうの施設に搬送する予定でございます。 

Ｉ 委員 ： ちょっと違うんじゃないですか。これ、三鷹通りを南下してきて、宇宙

研の前を左折して、Ａゲートを左折して入る。帰りは、宇宙研の交差点を

右折して三鷹通りに入る。三鷹通りじゃなくて、今まで武蔵境通りとかむ

らさき橋通りとかいっぱいあるわけですよ。三鷹通りを北上して、三鷹通

りを南下する、同じところを２回もやることないじゃないですか。あなた

に言ったじゃないですか。 

事務局  ： 一応ここは説明のときにお示しをしていただいたというご説明をしてお

ります。今、Ｉ委員さんのほうから三鷹通りを南下ということについては

再検討というふうに承りましたので、これにつきましては武蔵野市さんの

ほうに一応調整をさせていただいて運用をさせていただきたいと思います。 

Ｉ 委員 ： これは２１年８月２４日に東京都の公述人で、私、１５分間話しました。

同時にＯ委員も交通の点について、１５分話をしているわけです。あそこ

を左折すると三鷹通りが混むから、あそこじゃなくてほかも通りましょう

と提案されているんですよ。私は別のことで、この中のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの

ゲートの問題を話したんですけど、要するに宇宙研を左折するということ

は非常に混むから、ほかもやりましょう。通るなというんじゃないですよ。

少なくとも入ってくるときは、吉祥寺通りもあるし、むらさき橋通りもあ

るし、かえで通りもあるじゃないですかと。それを使いながら、北上する

ときは三鷹通りも使ってもいいと。そういうことで一応話は通じてるんじ

ゃないんですか。 

事務局  ： わかりました。それにつきましては、今、ご意見いただきましたので対

応させてだきます。 

 

 ② 平成２５年度施設見学会日程等について 

会 長  ： それでは続きまして、②平成２５年度施設見学会日程等について。 

事務局  ： それでは、平成２５年度の施設見学会の日程等について、後でお諮りい

ただきたいのですが、今度で通算５回目になります地元協議会の施設見学

会です。 
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        今回の見学場所は東京たま広域資源循環組合、要は最終処分場です。焼

却灰をエコセメント化したり、埋め立てしたりしている最終処分場でござ

います。これは西多摩郡の日の出町にございまして、交通は貸し切りバス

を利用いたしまして、６月４日か、または５日、予定としてはその２日間

を見ておりますが、時間的には、こちらを午前８時半に出まして、昼食は

最終処分場そばにイオンモール日の出店というのがございまして、そちら

でとっていただいて、ふじみには３時半ごろ戻ろうという計画で進めてお

ります。会長のほうに４日か５日で皆様にお諮りいただきたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

（日程調整） 

会 長  ： それでは、６月５日（水）ということで決定をさせていただきます。な

るべく都合をつけていただきまして、大勢の皆様にご参加をいただければ

なと思いますので、よろしくお願いします。 

Ｈ 委員 ： 処分場は前回行ったところですか。前に１回行きましたよね、エコセメ

ントの工場。 

事務局  ： おそらくＨ委員の場合、別の団体でいらしたんじゃないでしょうか。地

元協議会としては初めてなんです。申しわけありません。そういうことで

ご理解いただいて。 

Ｈ 委員 ： 私、勘違いして、この協議会で行ったのかなと思って質問したんです。

すいません。 

事務局  ： 参加ご希望の方は５月１０日までに事務局まで、お名前とお歳をお聞か

せください。お歳を聞くのはなぜかといいますと、バスの搭乗保険を掛け

る都合上、ぜひともお教えいただきたいということで、非常に恐縮なんで

すが。今、参加希望票をお回ししますので、今の時点で参加してもいいよ

という方は、ご記入くだされば非常にありがたいです。よろしくお願いい

たします。 

 

 ③ 二次裁断機防爆系統臭気測定結果について 

会 長  ： それでは、③二次裁断機防爆系統臭気測定結果について、事務局より説

明をお願いします。 

Ｋ 委員 ： では、私のほうからリサイクルセンターの二次裁断機防爆系統臭気測定

結果についてということで、ご報告させていただきます。 
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        この件でございますけれども、前回の地元協議会でリサイクルセンター

の破砕系のラインは４月にとめますと、その効果については次回の地元協

議会で報告しますということをお話ししましたので、今日、私からご報告

させていただきます。 

        まず、資料８をお願いいたします。表面をお話しする前に、裏面がござ

いますけれども、白黒で申しわけありませんが、この写真はリサイクルセ

ンターの中央棟の西側の外壁面の上部を拡大して撮らせていただいたもの

でございます。煙突みたいなのが３つ出ていますけれども、一番右側の部

分が二次裁断機防爆系統の排気口でございます。平成２５年４月１日以降

は破砕系のラインを停止いたしましたので、今現在、この排気口からは排

気しておりません。 

        そして、表面をお願いいたします。測定結果を掲載していますけれども、

上段と下段がございます。上のほうは、平成２４年７月３１日に測定した

ものでございます。そして、下段が今月、４月４日に測定したものでござ

います。上段下段とも、３番の測定結果というところを見ていただきたい

んですけれども、その部分の臭気指数、臭気濃度、この数値が書いてござ

います。臭気指数でいいますと、上段が４２、そして下段が１０という形

になってございますけれども、小さくなっているのはおわかりになると思

いますが、先ほどお話ししましたとおり、現在ここのラインはとめており

ますので、排風機も停止しておりますので、昨年度のような不快なにおい

は今は出ていないと思っております。そして今現在も、私はたびたび外に

出て確認しております。まだ１カ月ですけれども、今のところ、不快なに

おいはないと思っております。 

        そして、先ほどＩ委員からリサイクルセンターのびん、缶のところのシ

ャッターのお話もございましたけれども、確かに前回もそのびん、缶のと

ころのシャッターをあけっ放しで作業をしておりますが、そのところにつ

いても臭気測定をしておりまして、今のところ、数字でいいますと一応臭

気指数では１０以下という形で出ております。Ｉ委員とも前にお話しいた

しましたけれども、確かにこの５月ぐらいから夏になりますと、ふじみ衛

生組合の敷地の東側から西側に風が吹く傾向があります。その時期は、ど

うしても西側の住民の方々にちょっと不快なにおいがすると言われました

し、私も昨年まで仮設事務所が西側にございまして、そのにおいは私自身
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も感じております。ですので、今、破砕系のラインをとめましたので、こ

の部分については改善されているというふうに思っております。ただし、

もちろんまだ１カ月ですので、今後もここの経過観察は必要だと思ってい

ますし、やってまいります。今までほんとうに長い間ご迷惑をおかけしま

して、申しわけございませんでした。おわびいたします。私からの説明は

以上でございます。 

Ｉ 委員 ： 人の鼻で感じるにおいのレベルは１２以上なんですよ。だから、私の手

帳に詳細に書いてありますから、ふじみに３回ぐらい談判に来たこともあ

りますし、そういう事実を踏まえて、今日すぐやれというんじゃなくて、

例えばＡ参与が言ったように６カ月から１年かけて、調布市長はとめると

言っているんですから、におわないようにしますと言うんだからにおわな

いようにしていただきたい。以上です。 

Ｋ 委員 ： 確かに今のところはかなり改善されたと思っておりますけれども、やっ

ぱりリサイクルセンターはまだ課題も残っていると私どもも重々認識して

おりますので、今後も改善策があれば、もちろんそこのところは改善して

いくというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

 ④ 消防団の夜間訓練について 

会 長  ： それでは続きまして、④消防団の夜間訓練について、事務局より説明を

お願いします。 

Ｋ 委員 ： では、私のほうから消防団の夜間訓練についてということで、ご報告さ

せていただきます。 

        今現在、まず三鷹市の防災課と調布市の総合防災安全課から、消防団の

訓練場所としてふじみ衛生組合の敷地を貸してほしいとの依頼がございま

した。消防団では市内の災害などを想定した訓練を日ごろから行っており

ますが、身近な場所で一定の広さを持った敷地を確保するのに大変苦慮し

ている状況でございます。私どもといたしましては、いざというときのた

めに活動技術の向上に役立ててほしいと思っておりますので、訓練の場と

して提供したいと考えております。 

        訓練は年間を通じて行いますが、訓練時間は午後８時から午後１０時ま

での２時間でございます。訓練場所につきましては、もちろん周辺の方々

にも配慮する必要があると思っておりますので、ここのクリーンプラザふ
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じみの建物と隣のリサイクルセンターの建物の間の車路で訓練をさせてい

ただきたいと思っております。ぜひ皆さん、ご理解のほど、よろしくお願

いいたします。 

Ｉ 委員 ： それは結構なんですよ、真ん中でやるというのは。しかし我々から言わ

せれば、苦言を呈します。南西側の植木場から、この間から猛烈にほこり

がうちのほうへ飛んでくるんですよ。ですから、あそこでホースで水かけ

たらどうですかと提案したんですよ。ほんとに、ほんとに迷惑なんですよ。

北西側のほうはちゃんとシバザクラを植え、種まいてる。今、だから、こ

のぐらいに３ミリぐらい生えてる。ところが、南西側のあそこは何もしな

いんです。だから、あそこからほこりが舞い上がるんですよ。だから、あ

そこにスプリンクラーをつけろと言ったんだけど、それも難しいだろうか

ら、一応あそこは種まいてもらいたいね、要望として。できれば、あそこ

で消防で水まいてもらえば、１週間ぐらいもちますから、ぜひそれをやっ

てくださいと申し上げてある。以上です。 

Ｋ 委員 ： 今ここで、わかりました、ホースで水をまきますというところまで私の

ほうでお答えできませんけれども、その後、三鷹市の防災課と調布市の総

合防災安全課とは一応協議させていただきます。 

会 長  ： 消防団の６５ミリのホースで水まいたら、みんな荒らしてしようがない

んですよ。余計にほこりたちますよ。 

Ｉ 委員 ： だって上向いてやるんでしょう。 

会 長  ： 上へ上げますけど、それでも水の落ちる量が多いですから、荒らしちゃ

うから余計にほこりがたちますよ。 

 消防団の夜間訓練の問題については、私も消防団出身でございますので、

皆様にぜひともお願いをしていきたいと思っております。よろしくお願い

いたします。 

Ｂ 委員 ： 私はちょっと違う観点で提案をしたいんです。せっかく消防団のスペー

ス、確かに調布の場合だったら神代植物公園の駐車場のところでやってい

るのを私も何回か見たことがあります。確かに場所探しは大変なことだろ

うと思います。 

  消防団は、いざとなったら私たちの命を助けてもらう立場の方なわけで

すよね。我々としても、そこは協力していかなきゃいけないんだろうと、

協力の仕方はいろいろ考えなきゃいけないんだろうと。私の提案というの
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は、せっかく三鷹市と調布市の市境にある、この施設で消防団の訓練をす

るということは、調布市市民、それから三鷹市市民、この近隣の防火訓練

とも絡めて、何か両市の総合防災課のほうも音頭をとりながら、我々住民

をある程度巻き込んで、防火意識の高揚も含めて、それからせっかくこう

いうふうに近隣が地元協議会ということで、先般、別の会合も隣の部屋で

やったわけですから、そういう観点からいっても、いざ近隣で火事だけじ

ゃなくて災害が起きたときには、こっちは調布だからあっち行ってという

わけにもいかないわけですよね。お互いに、この両地域は助け合ってやっ

てかなきゃいけないんだろうと思うので、そういう意味での気持ちの醸成

をする意味でも、私はその機会をただ消火訓練だけで使うのではなくて、

もう少し発展させるような仕組みはつくれないんだろうかということを検

討していただきたい。もちろん地元協議会、出身の各自治会の中でも、こ

のことは検討に値するんじゃないかなと私は思うんですけれども。 

Ａ 参与 ： 大変貴重なご提案だと思っています。前回までにふじみでお祭りみたい

のをやったらどうかというお話もありました。防災の場合、それぞれ市ご

とでもかなり大がかりな訓練をやっていますから、関係者の人のいろいろ

なご意見もあると思いますので、まずそれがどこかでいいすり合わせがで

きるように検討課題にさせていただきたいなと思っています。 

Ｂ 参与 ： 私も、市のほうとしても非常にいいご提案かなというふうに思っていま

す。調布の場合、あさって、防災教育の日という形で、昨年から４月の第

４土曜日に全小中学校で防災教育を実施しまして、本年度についても、今

週の土曜日に行うという形になっておりますので、そういう意味では、特

に東日本大震災以降、いつ大きな地震、あるいは風水害等々も発生しやす

いということが叫ばれて、もう久しいわけですから、そういったところに

おいても、いわゆる市境というようなところで、調布は調布、三鷹は三鷹

みたいな形じゃなくて、もう少し市域を越えた中で、防災の観点を一緒に

できるんだろうと思いますので、私どもの防災関係と三鷹さんの防災関係

のほうと、またいろいろ協議をしながら、できるところから一歩一歩進め

ていければ一番いいかなと思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 

（２）次回日程 
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会 長  ： それでは次の（２）次回日程に移らせていただきます。次回は施設見学

会がありますので、この場でやる次回の会議日程を決めさせていただきた

いと思います。次回は８月ということでございますので、事務局から８月

の２３日か２６日と提案が出ております。 

（日程調整） 

       ８月２６日月曜日、時間は午後６時半からということでございますので、

よろしくお願いします。 

Ｂ 委員 ： せんだって、ふじみの資料を送っていただいたときにテレビ出演がある

から見てくださいというおふれが回っておりました。テレビ放映がありま

して、このふじみのことも「噂の東京マガジン」で放映されて、拝見して、

室長も会長も出演されていましたので、記念に撮っておかなきゃいけない

と思って、私、写真を撮ってあるんですけれども、その中で、これは小平

ほか２市の廃プラの建設問題ではありますけれども、あの中で住民の方が、

当組合のことを指して非常にうらやましいというふうに評してコメントを

出されていました。それから室長も会長も、その中で、行政だけじゃなく

て市民と一体になってやらないと、こういう問題はできないんだと全国放

送で明言されましたので、私はそのことに非常に期待をしておるわけです

けれども、ただ一方で、いわゆる環境省予算であるところの、災害ごみの

焼却予算で、全国的に１１０億ぐらい配賦してしまったんです。その中で

ふじみが２２億配賦されたということが報道で示されています。 

        私が思うのは、国の法の定め方が本来はおかしいんじゃないかと思うん

ですね。検討しただけで金を渡すと。でも、この金は回り回れば復興にか

かる税金として僕らの懐から出てくお金になるわけですよね。本来なら、

震災の災害にやらなければならないって、僕らもこの会議の何回か前に、

このごみを燃やすか燃やさないかでちょっと話題になった時期もありまし

たよね。いろいろなところで東北のごみを燃やしちゃ困るというデモまで

起きた。それだけいろいろな課題がある問題ですよね。みんなで助けなき

ゃいけないけれども、やっぱり自分のところで、これが放射能に直結する

問題だと私は思えないんですけれども、でも、そういう反対があったのは

事実。やっぱりそこは説明不足のところもあるし、誤解もあるのかもしれ

ません。だけど、日本全体で全部その放射能をかぶらなきゃいけないので

あれば、それはまたいろいろな考え方をしなきゃいけないんだろうと思う
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んですね、助け合わなきゃいけないので。そういう中で、室長も、それか

ら会長も、誇らしげに我々の組合のことをＰＲされたんですけれども、一

方ではこういうようなお金の使い方は、僕は心情的には何となく釈然とし

ないよなというところもあるわけです。 

        両市で運営されているふじみ衛生組合というのは、先ほどの自主規制値

ではありませんけれども、いろいろな取り決めのあり方でも経過でも全国

に誇れるような環境の協定もできたと思いますし、結果じゃなくて、その

過程ですよね。そこまでたどり着くまでの紆余曲折の中が、僕は前々から

Ｑ＆Ａを書いてくださいと申し上げていますけれども、これがまた、よそ

の市の参考になって、もっといい仕組みができないと、やっぱり行政が悪

い、お上だから何かやってくれるのは当たり前だみたいな、いつも水かけ

論になってしまう。ちっとも共助になっていかないんだろうと思います。

これは住民のほうもえらく勉強しなきゃいけないこともあるし、行政も上

から押さえつけてしまうやり方は通じない世の中になっているわけですか

ら、やっぱりもうちょっと市民レベルの感覚で釈然とするように、この問

題も僕はやってほしかったなと。「東京マガジン」の翌日に、このニュース

が出ましたからね。非常に私は残念だなと思っています。ただ、２２億は

返さなくてもいいという話なので、この２２億って、何か得したような気

もしないでもないんですが、何となく釈然としないということだけを、そ

れと、これからも誇れるふじみ衛生組合であってほしいということを願っ

て、あえて最後にちょっと言わせてもらいました。 

Ａ 参与 ： 市側の意見を求められていないので、あえてお答えする必要はないかも

しれませんけれども、両市とも正副管理者と、この環境省のお金をどうい

うふうに、交付されたものをどうするかということは相当議論しておりま

す。議会のほうでも、そういう議論が確かにありました。賛成している方

ばかりじゃないのも事実です。しかし、新聞報道でもありました「検討だ

けで」という言い方は、私は大変失礼だと思っています。地元協議会で、

環境協定で放射線の問題をいろいろ議論されて、そういう意味では私ども

も議論の中で厳しい局面もありましたけれども、自主規制値を設けて８,０

００ベクレルだけではなくて、その半分の４,０００ベクレルというところ

で議論の成果を出したということで、これはそのときもそういうご意見を

皆さんからいただきましたが、このふじみとしては大変誇れるべき協定に
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つながってきたというふうに思っているところです。 

        当時から、既に女川のがれき処理については昨年度いっぱいで終わるこ

とがわかっている中で、私どもが皆さんと一緒に決断したのは、そこだけ

ではないほかのがれきが今後、あまり想定したくはないですけれども、い

つでも想定される、東北でも女川以外に出るかもしれない、あるいはほか

の地震で出るかもしれない、そのときに受け入れるための基盤をつくって

いこうということでの議論の結実です。私は検討だけで何十億という話で

はなくて、我々は覚悟をもって、今年度以降何かあったときに受け入れる

ときに、市民の皆さんのご理解を得る基準をつくったということでござい

ますから、大変不本意な報道であると思っています。私は、調布市ととも

にこの決断をして、ふじみの受け入れを前提とした基準が決まったわけで

すから、胸を張っていいことだというふうに現在でも思っております。 

会 長  ： それでは、本日は大変お疲れさまでございました。地元協議会、閉会と

させていただきます。どうもありがとうございました。 

 

20時11分 散会 


